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報(2015年 2 月 1 日時点)から明治期を中心にピックアッ
プしたものに、悠者が別の情報を付け足したものである。
本誌本巻別掲拙稿「舟行義塾に闘する未公刊資料 f沿革
誌」について(その 1) J の中では、これと閉じものを表
3 として用いている。
表 1 で、年月日の左端に r*J 印をつけた行は、袋井東
小学校のホームページに記されている情報をそのまま野
き写したものである。その量は、明治期だけに限ると、
項目として僅かに 7 つ、行数にして 8 行(1つの項目だ
け 2 行の記述があるため)でしかない。それ以外の行は、
筆者が新たに記した情報である。但し最右列の『学校の




2016 年 2 月 22 日受理
・総合情報学部人間情報デザイン学科
2. 年表で修正文は考慮を要する箇所
(2-1 ) 明治 6 年久津部学校の対象範囲(学区)について




は『広岡村(明治八年改組の際上質名 ・ 下貫名・方丈 ・
乞I.I!二ち
反所 ・ 袋井村を合併したるもの)J 、 f国本村(明治八年
すげがや
改組の際久æ部 ・ 北原) 1 1 ・ 不入斗 ・ 及び周智郡菅ヶ谷村
を合併したるもの)Jω と記されている。『角)1 1 日本地名















8 年に生まれた村なので明治 6 年の記述には使えない。
これまで誰もその事実に気付いていなかったことになる。
従って訂正が必要になるが、この部分の年表を直すな
ら、例えば( )内の言葉を r (後に国本村 ・ 広岡村にな
る地域を対象に) J と書き換えればよいであろう。但しこ
れは、 『沿革詑』の記述が正しいと仮定した場合の話であ
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表1 袋井東小学校ホームページの年表と追加情報(明治期中心)
時期(明治期中心に) 学校名等 備考{小泉による) 学校の所在地 ・行政区峻の変遷等(この列は全て小E艇が記入)
$明治 5年 6 月 25 日 私立用行義塾創立(久主幹部字新屋) 久湾都村
*明治 6年 6 月 10 日 公立久津部学校(広岡村、 国本村のーケ村による)創立 【左の 2 つの村は、 当時は
存在していないl
明治 6 年(用行義整廃 「第拾壱大区拾壱ノj、区公立小学久主柱部学校J に〔女}
止後)
明治 7 年 4 月 後の国本村、 広岡村、品尾村 3村の「連合公立学校jに(*)
明治 8 年 久津部、北原川、 不入斗、周智君事菅ヶ谷が合 国本村
併して国本村に、また上質名、下寅名、方丈、 {前頁右段の本文と注を参
反所、袋弁村が合併して広岡村に。〔角J1) 照のことI
明治 12 年 一 山名郡が発足 山名君ß国本村〔角 )1 1) 983 頁{君事区町村編首司法による ]
(明治 12 年 1 月~の資料) 「久津部校J {本稿「写真 3J を参照】
(明治 12ip 6 月~の資料) 「久主幹部小学校之印j [本稿「写真 2J を参照】
*明治 12 年 9 月 29 日 公立小学吉IJ 目舎と改称
明治 12 年 9 月 公立小学制自舎 ←愛野、広岡、国本の3村連合で設鐙( *) 久津部学校を廃して設鐙
←戸倉新資料でも、当時は 3 村連合の学校
であることが篠認できる。 〔女〕
明治 12 年 11 月 両尾村が学区から分隊、愛野村が入る 〔女〕
明治 12 年 12 月 16 日 「公立小学制目会J と改称〔女〕 一明治 13 年 11 月 山名君事国本村設鮫公立小学 ←戸倉新資料①に記載の校名〔女〕 山名郡国本村
割目舎
明治 14 年 10 月 4 日 [校舎を新築・移転] ←広間村久津部 79 番地に (0) 広岡村久津部
明治 14 年 10 月 20 日 [校地変更] ←用行義塾創設以来、明治 14 年 10 月 20 広岡村久禄部
[この移転までは用行義艶創 日までは、国本村久主幹部字新屋 2080 番 【久在住部は国本村が広岡村
設以来の場所に殻鐙] 地の1が校地 に変わったのか、それとも筒
←10 月 20 日から広岡村久海部槍ノ木に校 村に久津部があったのか、
地を変更(@) 詳細は不明】
明治 14 年 10 月 20 日 [この移転までは用行義塾:6tJ ←今回の新築移転まではf国本村久津部J [ f久津部Jは国本村と広岡




明治 14年 10 月 20 日 [新築校舎の落成式挙行] (*) [以降も広岡村]
明治 14 年 村立連合小学制閉会 ←p倉新資料②に記載の校名〔女〕
(明治 17 年の資料) f村立小学舌IJ 回会Jとある 〔ム}
*明治 19 年 2 月 1 日 尋常小学百IJ 目会設電(広問、国本、愛聖子、豊沢、両尾の 5 ヶ利)豊沢と高尾に
分校をおく
明治 19 年 2 月 公立小学舌IJ 目尋常小学校と ←明治 16 年に広岡、国本、愛野、豊沢、尚 [この時は5村の合併ではな
する 尾の 5 村で1行政区画となり、更に 19 年 2 く、学区のみの変更]
[上のf尋常小学前回会』と校 月に1行政区画1学校の併jになったため。
名が違う点、に注意] また、鐙沢、高尾に分校を鐙く。 〔 牢 }
明治 19 年 9 月 山名郡第ニ学区尋常小学部l 上記と同じ5ヶ村を設霞区域とし、愛野分校、 一目舎に改める 豊沢分校、高尾に分校「洗心官官Jを鐙く (Ä)
(明治 19 年の資料) 「村立小学吉IJ 目舎jとある
本明治 22 年 2 月 1 13 広岡村、国本村、村松村、 ケ利で久努村となる 久努村
本明治 22 年 11 月 29 日 久努村、制自尋常小学校を広間 90 へ殻霞 久努村
明治 22 年 久努村、副白尋常小学校を ←国本、広岡、周智郡村松の 3村合併により 山名郡久努村
改殺 山名郡久努村になったことを受けて。 この 【村松に村松分校を鐙くも、
とき豊沢、高尾、愛野の旧 3村は分隊。 1年で廃止](Ä)
〔牢) 3 つの分校も分隊 (Ä )
明治 22 年 12 月 20 日 書争開県山名郡 rw沿革誌明治20~24 年』明治 22年 12 月 久努村校札を「久努学区吉IJ 目尋常 20 日の粂より ]
小学校」に改める
明治 23 年 2 月 13 日 校印調整、 I静岡県山名郡久 [W沿革君事明治 20~24 年』明治 23 年 2 月 久努村
努学区公立制目尋常小学校 13 日の条より]
印j
明治 25年 5 月 1 日 久努村立舌Ij 目尋常小学校を ←明治 23年の小学校令と明治 25 年の県令 久努村
設置 第一号を受けて。 ( * J
本明治 26 ~手 10 月 30 日 I均等科 2年設置し久努村立制目尋常高等小学校と改称 久努村
明治 26年 11 月 l 日 尋常 ←両等科の設震が許可されて。〔 牢 〕 久努村
久努村立割目高等小学校となる
明治 29 f手 久努村が磐悶君事に入る 〔角)11)381 頁 第図書官久努村
明治 41 年 3 月 18 13 ~J 目尋常小学校に ←義務教育延長で品等科廃止による (Ä)
明治 42 年 ~J 目尋常高等小学校に ←I均等科 2 年を再び併置したことによる{企〕
*昭和 16 年 4 月 1 日 久努村立久努国民学校に校名変更 久努村
*昭和 22 年 4 月 1 日 久努村立久努小学校に校名変更、 割目中学校併置 久努村
*昭和 24 年 8 月 31 13 袋井中学校と合併移転 【移転は吉IJ 目中学校のみのことであろう] 久努村
*昭和 27 年 10 月 10 日 袋井町立袋井東小学校に校 ←[磐田郡久努村と袋井町が合併し新しい 袋井町
名変更 袋井町になったため}
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図 2 明治 22 年の略地図
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村 ・ 下貫名村 ・ 方丈村 ・ 長安村 ・ 袋井村、また国本村に
すげがや
統合された久津部村 ・ 北原川村 ・ 不入斗村 ・ 菅ヶ谷村の
おおよその位置が分かる。






















(2-2) 明治 7 年久津部学校の対象範囲(学区)について
第 2 は、明治 7 年の久津部学校の対象範囲についてで






































「第二章J r第一節J (情報No.2-4) でも「用行義塾ヲ廃シJ
「公立久泳部学校ヲ設置スj と記されていた(10)。その他
の文書でも、例えば写真 1 (1 1)のように 「久津部学校J と
自署するものが残されている。 後掲の写真 4 も、例の l
つである。従って間違いなく f久津部学校J は存在した。
ところが修者の調査で、「教員出席簿 明治十二年六






















{きょゴ!とば:: ? f h 

























した。 さらに明治 19 年に広岡村以下計 5 か村に拡大した
ことも袋井東小学校の年表に記されている通りである。





































については明治 12 年 11 月で、 『公立小学剖回会J の改称、
は明治 12 年 12 月からと記されている(17)0 W沿革誌 明
治 25.-...，29 年』が記している明治 12 年 9 月という時期と


















番、 118番、 119番の 3つの学区の連合という意味である。
この番号は 「小学区J を表すもので、明治 5 年の 「学制j
によって設定された大中小の学区の 1 つである。 当時、
久津部村は、第 2 大学区(愛知県が本部、久津部が含ま
れる浜松県もこれに属す)のうち遠州国の第 2 中学区に
属していた。 この第 2 中学区には第 1 黍から第 210 番ま
での小学区があり、そのうち 112 番は山名郡南部村が、
118 番は山名郡反所村 ・ 上貰名村 ・ 下質名村 ・ 下質名村
新組が、 119 番は山名郡北原川村 ・ 不入斗村 ・ 久津部村
が該当する(助。
112 番の高部村だけが、後に国本村、広岡村に入る村
とは異なっている。 高部村は明治 6 年に赤尾村と合併し
て高尾村となるが、高尾村がこの学校と関わるのは既述










改名した時期)は、 9 月と 11 月の 2 説があり、その差異













(2-6) 明治 19 年尋常小学副目舎の名称について
第 6 に、明治 19 年に f尋常小学剖目会J が設置された
ときの名称についてである。ホームページの年表に記載
されている校名が間違っている可能性が出てきた。




キタリ j という記述がある制。ここでは新しい校名は 「公
立小学制目尋常小学校j と記されており、 「尋常小学制目












19 年において 「村立小学 剖目舎J と記すものがある。
ここには「尋常j の言築もない。また、写真 6(29)のよう
に、明治 20 年 7 月の時点で、それまで 「舌IJ 目舎j と称し
ていたものを今後は「訓目尋常小学校j と改めるよう求
めた文書もある。写真 6 の資料が正しければ、明治 20









(2-5) 明治 14 年の移転新築について










































































(2-7) 明治 19 年の分校について
第 7 に、上記の明治 19 年の校名改訂時に同時に設置さ
れた分校に関する問題である。豊沢と高尾に分校が作ら
れたことはホームページの年表に記されているが、『静岡










ある。 この点に関しては、先の『沿革誌 明治 25'"'-'29






(2-8) 明治 22 年の割目尋常小学校の分校について













(2-9) 明治 26 年の「村立J について









26 年の高等科設置の箇所で 「村立J の文字が唐突に登場ー
するのは奇異である。なお、高等科設置の件は後述する。
村立化の理由は、『沿革誌』を調査したことで初めて分
かった。前出の『沿革誌 明治 25'"'-'29 年』の記録 (fi百報
No.13-1) に、明治「廿三年十月六日勅令第二百十五号ヲ
以テ小学校令ヲ公布セラレ同サ五年一月四日県令第一号
ヲ守 u守j は原資料のまま…小楽注1 テ同年五月一日新





久努 f村立J と称するようになったのは明治 23 年の小









記述にあるように明治 25 年 5 月 1 日であり、ホームペー







に f公立J の名称も上からの指示であった。 f明治サ年九
月廿二 日 J 付で静岡県礼関口隆吉より 、 従来『町村立小
学校J と呼んでいたものはすべて f公立小学校J の呼称
に改めるとの指示が県から出されている(写真 7) (35) Q 
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実際に舌IJ 目尋常小学校がこの指示に従っていたことが、
明治 23 年 2 月に校印を作成した際に 「公立制目尋常小学
校J と彫らせていることから確認できる(前掲表 1 参照)。
しかし明治 12 年当時の剖目舎は既に 「公立小学j とし
ていた。 だが、明治 14 主手頃には「村立J 連合小学を名乗
ることもあったし、明治 17 年には「村立小学J と称して
いた(同じく前掲表 1 参照)。
それが明治 20 年の県の通達で f村立j を止めて f公立J
の呼称にせよと指示され、さらに 5 年後の明治 25 年には
「久努村立J に変わり 、 以降は「村立J のまま継続する
ことになる。 明治 23 年に 『公立J と記した校印を作った








(2-10) 明治 26 年の高等科設置について
第 10 に、ホームページの年表には、明治 26 年に高等
科の設置を受けて「尋常高等小学校J になった日付が flO
月 30 日 J とされている。 と ころが、前出『沿革誌明治
25"-'29 年JJ (情報ぬ13-1) では、 f明治廿六年十一月一 日
高等小学校ノ教科ヲ併置スノレノ件許可トナノレ因テ愛二久
努村立番1I 目 23小学校トナノレJ とある 刷。
高等科設置による 「尋常高等小学校J への改名が、 10





















言えない。 例えば、『写真集祭悶 ・ 袋井いまむかし』に
収められている割問尋常高等小学校の写真では、校門の
左に 「制目尋常高等小学校j と縦書きで一行に書かれた
校本しが掲げられていたことを確認できる {問。 しかし、 上
記の通り 「久努村立話IJ 回 23小学校J のように、 f尋常J
と f高等J を分かち書きにする表記も使われている。
















従って、 高等科が加わり 「尋常高等小学校J の呼称を
用いるようになったとしても、当時の人々の意識の中で













第 11 に、これも『静岡県磐田郡誌 ・ 上巻』で判明した
ことであるが、割目尋常高等小学校は明治 41 年 3 月 18
日に高等科 (2 年)が廃止されたことに伴い、「剖目尋常
小学校J の名に戻り、さらに翌年、再び高等科を併置し






こと J (Ií静岡理工科大学紀要』 第 23 巻、 20 15
年 6 月 1 日 、 所収〕 を参照のこと)
(0) = Ií沿1fi誌第二編』の(情報No.2-1) より(本誌
本巻別掲拙稿 f用行義塾に関する来公判資料 f沿
革誌J について(その 2) J を参照のこと。)
(@) = r沿革誌第二編』 の(情報No.2-2) より(同上)
〔企) = Ií静岡県豊富岡君事誌 ・ 上巻J (下の注(2) 参照)348~
349 頁より
〔ム) =袋井東小学校から信用した文書東のうち、 「学校
新口 [ 1 字不明] 築費支出予算細目 J (明治 13 年
9 月)から始まる文書東の中にあった 「賞与取調
書事J (明治 17 年 1 月)より [ r写実 9J を参照のこ
と 】
〔角)1 1) = Ií角) 11 日本地名大辞典 22 静岡県J (昭和 57
年 10 月 8 呂、角川書店)より
(2) 磐聞郡教育会編『静岡県籍回郡誌 ・ 上巻Æ (昭和 46 年 3
月 24 日、 名著出版、但し大正 11 年発行の復刻版) 97 賞。
(3) 前掲『角)11 日本地名大辞典 22 静岡県~ 382~383 頁
に国本村、 824 頁に広岡村の記述がある。
(4) r沿革箆』 の資料名については、本誌'*巻別掲捌稿 f舟
行義塾に関する未公刊資料「沿1fi~志J について (その 1) J 
を参照のこと。
(5) Ií目でみる袋井市史J (昭和 61 年 3 月 31 日 、 袋井市史
編纂委員会編集、袋井市役所発行)口絵 8 頁。
(6) Ií袋井市史 ・ 通史編J (昭和 58 年 11 月 3 日 、 袋井市史
編纂委員会縞峰、袋井市役所発行) 633 頁。
(7) 本総本巻別掲拙稿「用行義塾に関する未公刊資料 「沿
革誌J について(その 2) J を参照。なお「情報No.J はす
べて、同稿に掲載している表 4 ・ 表 5 で用いたもので、『沿
*-誌』中の情報内容とその収録場所を示している。以下の
f情報No.J も全て同じである。
(8) 拙稿 f用行義塾の基縫的研究資料(その 1 ) J (Ií静岡
理工科大学紀要』第 22 巻、 2014 年 6 月 1 日 、 所収) 、 同 「用
行殺事きの基礎的研究資料(その 2) J 、同 f用行義塾の基礎
的研究資料(その 3)J (以上は共に『静岡理工科大学紀婆』





(10) 注 (7) に同じ。
(11) 筆者は 2015 年 3 月に袋井東小学校から幾つかの文書5











に、明治 7 苦手 11 月、明























明治 40 年 3 月 21 日の小学校令一部改正により 、 尋常小
学校の終業年限が 4 年から 6 年に延長され、 6 年聞が義
務教育期間と Zされた。また、 この改正は 1 年間の猶予の
あと翌明治 41 年 4 月から実施された刷。
割目尋常高等小学校の場合、旧来の高等科(2 年生)が
尋常小学校の諜稜に吸収される形になるので、校名から
「高等J の名が消えたことが分かる。翌年には 2 年制の高
等科が改めて設置されたので、 再び『尋常高等小学校j























( 1) 表 1 の見方に関する注意で本文中に示せなかったもの
を以下に記す。







(*) = Ií沿革誌明治 25.......29 年』より(Ií沿革誌』の資
料名については、本誌本巻原i錫拙稿 r}fj行義塾に
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細目 明治十三年九月 J (口の一字は不明)と題された文
書から始まる文書東の中にあったものである。
(14) 注 (7) に閉じ。
(15) 前掲拙稿 『舟行義塾と戸倉新資料のこと J 参照。
(16) 向上。
(17) 同上。
(18) この文書は、 f明治十六年一月ヨ日十七年十二月 君11
役所逮村立小学者1I 目舎j から始まる文書束の中にある、
「学校ノ書類 山名郡国本村J の文書綴りの中にある。
(19) 以上、前掲『静岡県望書田郡誌 ・ 上巻J 295~310 頁。
(20) W袋井東小学校のあゆみ~ (袋井東地区文教施設後援会、
昭和 62 年 3 月 31 日)に、この時の移転先『久津部絵の木j
は『現者Eの校地を含めて妙日寺西側付近一帯の田畑を総称
する地名 J で、「現在学校のある所J と記されている (11
~12 頁)。しかし、その番地は「広岡村久津部 79番地J (前
掲表 1 の年表で明治 14 年 10 月 4 日の行を参照)であり、
明治 22 年に久努村が苦1I 自尋常小学校を設置した時の番地
f広岡 90J (同表の明治 22 年 11 月 29 日の行を参照)と住














(21) このことは、『沿革誌 明治 25~29年』で初めて判明
した。情報No.13-1 がそれである。注 (7) を参照のこと 。





(25) 注 (7) に同じ。
(26) 前掲肉舎、 348 頁。
(27) 本稔本巻別掲拙稿 f用行義塾に関する未公刊資料 f沿
慈雲志J について(その 1) J を参照。
(28) この資料も、注(13) で示した文書主束の中にある。









(30) 以上、前掲問書、 348~349 頁。
(31) 注 (7) に閉じ。
(32) 前掲問答 349 頁に「久努村割目尋常小学校と改め村松
に村松分校(一ヶ年にして廃止す)を燈けり J とある。分
離した分校のことも、同頁にあり 。
(33) 注 (7) に同じ。
(34) 前掲『静岡県籍回郡誌・上巻~ 318~319 頁で、明治 19
年の小学校令と、明治 23 年の小学校令を対比して見るこ
とができる。
(35) この文書は、注 (29) の「明治十六年郡役所戸長
役場逮類百11 自舎J の中にあったもので、「県令第八拾
二号J のことである。
(36) 注 (7) に同じ。
(37) 鈴木直之監修『写真集籍回 ・ 袋井いまむかしJ (1988 
年 10 月 14 目、静岡郷土出版社) 151 頁。
(38) この文書は、 f学校新口築費支出予算細目(明治十三
年九月) J から始まる文書東(注 (13) に同じ)の中に含
まれていた「明治十九年遥令綴込村立小学制目舎J の
中にあったもので、「県令第四号J (明治 21 年 2 月 8 日)
のことである。
(39) この点については、前掲拙稿「用行義塾に関する未公
予l資料 f沿1Ii誌j について(その 1) J で論じているので、
それを参照のこと。
(40) 前掲同番、 349 頁。
(41) 向上。
(42) r学制百年史.!I (文部省、昭和 47 年 10 月 1 日発行) 321 
~322 頁。またこの時、毒事常小学線程の上に霞く高等科に
ついては終業期間を 2 年とし、必要に応じて 3年に延長で
きるとされた。'811 自尋常小学校は新しい高等科を設鐙する
にあたり再び 2 年制を選択したことが分かる。
